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研究成果の概要（和文）：

本研究では、途上国の著作権侵害の現状を調査し、途上国の現状に合った著作権保護につい

て考察を行った。現地調査（アジアおよび中南米）では、市場調査および著作権者、メディア

関係者、専門家との意見交換を行った。その結果、著作権侵害の背後には、インフォーマル・

セクターや所得格差の存在、また著作権管理団体の機能不全などの問題が存在することは判明

した。それらの調査に基づいて論文を作成し、現地セミナーや国際学会で発表するとともに、

一部論文として国際学術雑誌に公表した。

研究成果の概要（英文）：

In this research, we did fieldwork in Asia and Latin America and considered
appropriate copyright protection for developing countries. We visited piracy markets
and held seminars with copyright holders, experts, and staffs in media industries.
From their opinions and our fieldwork, we noticed that informal sectors, income
disparity, and malfunction of copyright collecting agencies foster copyright
infringements. After writing drafts on our research, we presented them in seminars
and international conferences. Some of them were published in international journals.
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１．研究開始当初の背景
2005 年度から 2007 年度の途上国・新興国

における違法コピーの現地調査およびアン
ケート調査により、音楽ＣＤなどにおける著
作権侵害（インターネットにおけるファイ

ル・シェアリングおよび海賊版ＣＤ・ＤＶＤ）
の現状を把握し考察を行ってきた。その中で、
先進国とは全く異なった経済状態で、著作権
制度がうまく機能しない現状を見た。さらに、
先進国流の著作権制度は、途上国・新興国で
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は弊害をもたらす可能性のあることも分か
った。そのような状況で、途上国・新興国で
の最適な著作権制度とは何であるかを考え
る重要性を認識した。

２．研究の目的
情報のデジタル化とインターネットおよ

びコピー技術の発達により、多くのコンテン
ツが違法、合法問わずに以前よりも容易に手
に入るようになった。ナップスターに端を発
したインターネット上のファイル共有問題
は、その後グヌーテラやウイニーといった非
サーバ型のものに移り、大きな社会問題とな
って久しい。一方で、i-Tunes などの音楽配
信に代表される新しいサービスが成功を収
めつつある。新しいコピー技術の登場の際に
は、法的な対応が遅れることによって、グレ
ーゾーンでの新技術の利用が出てくること
は、カセットテープ・レコーダー、ＶＴＲ（Ｖ
ＣＲ）のときと同様である。短期的には産業
界からの抵抗があるが、長期的には新技術が
商業的な新しい潮流を作ってきた。しかしな
がら、上述の議論は先進国中心に展開されて
おり、ＷＴＯに加盟するまでに至っていない、
または加入期間が浅い発展途上国では、先進
国とは異なった事情が存在する。
申請者は過去にアジア諸国（中国、韓国、

台湾、ベトナム）のインターネット上のファ
イル共有の実態調査を行ってきた。その中で、
先進国で問題となっているインターネット
上の著作権侵害はインターネットの普及率
に依存しており、中国やベトナムといった普
及率の低い国々では従来型のＣＤやＤＶＤ
による著作権侵害の方が深刻であることが
具体的に明らかにしてきた。その一方で、台
湾や韓国では違法ＣＤやＤＶＤは用意に入
手可能であるが、著作権侵害の中心はインタ
ーネット上に移っていることも明らかにな
った。
ただし、発展途上国での著作権侵害を考え

る場合に、先進国の事情が当てはまらないケ
ースが多々ある。たとえば、中国や台湾（中
国語圏）では日本でドラマや歌謡番組は放送
して間もなく（一週間程度）で、中国語の字
幕付きでインターネット上で無料ダウンロ
ードが可能になる（いくつかの専門のサイト
が存在）。これらの国では多くの人が違法サ
イトから日本の芸能界の情報を得ており、そ
のことが現地での日本の歌手や俳優の人気
につながっている。中国や台湾での日本の歌
手の興行売り上げが高いのは、現地での著作
権侵害によるところが大きいともいえる。
また、ベトナムでは自国内のコンテンツの著
作権侵害についても、同様の現象が見うけら
れる。放送やラジオなどのメディア産業の発
展していない現状では、コンテンツのプロモ
ーションを行う手段が限られている。そのよ

うな状況では、違法のＣＤやＤＶＤはライブ
演奏に人を集めるための重要な広告手段に
なっている。実態調査の中で、複数の中堅・
有名歌手にインタビューしたが、すべて違法
ＣＤ・ＤＶＤを重要なプロモーション手段と
して捉えている。
このような事例は、先進国の事情を中心に

策定された国際著作権法であるベルヌ条約
やＴＲＩＰＳをＷＴＯの加盟後に発展途上
国に一律に強要することは、発展途上国と共
に先進国にも弊害をもたらす可能性を示し
ている。中国やベトナムは国内法に先進国と
同様の著作権を持っているが、政府が取り締
まりをどの程度にするかは法律の存在の有
無とは別に政策的な課題になる。
本研究ではいままでの申請者の行ってき

た研究を発展させ、より広い観点から発展途
上国の著作権について考察を行うものであ
る。発展途上国が先進国と同等の著作権法を
制定せざるを得ない状況では、著作権侵害の
取締りをどの程度行うべきか、さらに先進国
との利害関係を考慮に入れた場合の最適な
著作権制度とはどのようなものであるのか
について、発展途上国の実態を調査すること
で考察を行う。対象の地域は、一般性のある
議論にするために、現在調査しているアジア
諸国に南米諸国を加える。音楽、映画、テレ
ビ番組、書籍、ＰＣソフトの著作権制度と著
作権侵害の現状、および取締りの実態を調査
し、それぞれのコンテンツについて考察を行
う。

３．研究の方法
本調査は、海外の研究協力者２名を中心と

した海外研究体制のもとで実施された。アジ
ア地域については、協力をお願いしたベトナ
ム国立大学ホーチミン校の経済学者である
Tran D. Lam 氏の協力を得た。彼は現在南ア
ジア研究センターの所長を務めており、アジ
ア諸国の大学に多くのネットワークを持っ
ている。また、今まで調査の協力をお願いし
てきた経緯から、申請者の問題意識について
も理解がある。また、中南米については、
Society of Economic Research on Copyright
Issues のメンバーである Yuan Y. Michael 氏
（米国、Roger Williams 大学助教授）に協
力をお願いした。著作権の保護期間について
研究をしており、特に先進国と途上国の国際
的な戦略関係について詳しい。現地の調査で
は、彼ら海外研究協力者とアシスタント（大
学院生）、および国内共同研究者が申請者と
共に行動し、実施体制および調査結果の打ち
合わせ、確認を行った。
申請時予算が削減されたこともあり、調査

を縮小せざるを得なかったが、本調査の目的
を達成できる地域・国々を訪問できた。訪問
した国は、中南米ではメキシコとコロンビア、



アジアでは中国、韓国、ベトナム、タイ、イ
ンド（複数回の国もある）である。現地では、
レコード会社や法律家、メディア関係者、歌
手などにヒヤリングを行い、またセミナー形
式で意見交換を行う場を設けた。その他、著
作権の経済学者が多く集まる学会（Society
of Economic Research on Copyright Issues）
で発表を行い（米国、コロンビア）、専門家
との意見交換を実施しながら最終的な論文
を作成した。

４．研究成果
本研究の学術的な成果は、大きく 3つに分

けられる。第一は、違法コピーの広告効果に
ついてモデルを用いて分析した点にある。科
研費による前回の現地調査において、違法コ
ピーおよびファイルが広告効果の役割を果
たし、その効果を重要視している著作権者
（歌手）が多いことを論文で公表した。本調
査では、マスメディアの発展状況（経済発展
のレベルに依存している）と最適著作権保護
のレベルの関係を明らかにし、最適著作権保
護レベルの水準を明らかにした点である。
第二に、所得格差（ジニ係数の大きさ）と

著作権侵害のレベルの相関関係を明らかに
した点である。中南米諸国はアジア諸国に比
べ、平均的な一人当たりＧＤＰは高いが、所
得格差によってインフォーマル・セクターの
相対的な規模は、アジア諸国を凌駕している。
そのことによって、同じ一人当たりＧＤＰの
水準でも、明らかに中南米諸国の著作権侵害
の率はアジア諸国よりも高くなっており、ジ
ニ係数によってそのことは明確に説明でき
る。一概に、途上国であることが著作権侵害
の高さを説明できるといったことは、明らか
に間違いであることを明示的に示した。この
ことは、最適な著作権保護を考える場合に、
所得再配分といったマクロ的な視点も重要
であることを示しており、従来のミクロ的な
分析の限界を明らかにしている。
第三に、国際的な競争を考えた場合の各国

の戦略的な著作権保護期間を分析した点に
ある。コンテンツは普通の財と同様に国際間
で競合しており、著作権保護期間の設定はコ
ンテンツ市場に影響を与える。国内事情だけ
ではなく、国際的な競合関係を考慮に入れて
著作権保護期間を設定することが、政策担当
に課せられており、実際に各国間での駆け引
きが行われている。モデルのパラメータの設
定により、途上国と先進国との間の分析が可
能であり、シミュレーションによって分析を
行った。著作権侵害の取り締まりとは違い、
保護期間の設定を考えることは、また最適著
作権保護を分析する場合に重要な観点であ
る。

その他、現地で著作権の意義や重要性につ
て、学生などのコンテンツの一般ユーザーや

専門家、企業家などと意見交換を行ってきた。
著作権の重要性の認識の薄い途上国・新興国
では、このような活動を通して少しずつでは
あるが、啓蒙活動を行っていくことが重要で
ある。特に、著作権侵害の非常に高いベトナ
ムでは、発表が国営テレビでも取り上げられ、
社会的な貢献を行うことができた。
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